職務経歴書
令和〇年〇月〇日
労働　太郎
1． 職務経歴
	期間
	勤務先・業務内容

	平成〇年〇月
　　　～
令和〇年〇月
	[仕事内容]調剤業務、病棟業務
（集薬、監査、投薬、散剤・水剤の調製、分包機での一包化、抗
がん剤調製、カンファレンス参加、薬歴記載等）

［処方箋科目]内科、消化器内科、外科、整形外科、產婦人科
等

［薬剤師人数］◎人

■調剤業務
処方薬に関する基本的な知識を身につけました。
調剤では、ミスにより患者様の健康に甚大な被害を与える恐れがあるためミスのないよう厳重にチェックする姿勢を身につけ、実際に監査で間 違いに気づいて、調剤過誤を未然に防ぐことができたケースもありました。また、時期によって処方数が急増する場合があり、そのような 場合はミスなく効率のいい業務改善を目指し、他の職員と連携して話し 合い輸液の配置や人員配置を変えるなどして工夫する事を心がけました。

■混注業務
半日で多い時は約 30件の抗がん剤調製を一人で行っていました。
人員不足に加えて、抗がん剤の件数が増加傾向にあり、使用可能ベッド数を超えてしまう場合は入院ベッドも使用しながら抗がん剤治療が行われていました。使用ベッドは予定が常に次の予約が入っているため、正確にかつ迅速に調製する技術を求められました。安全操作を念頭に、常に時間管理を行うことで物事の優先順位、適切で迅速な操作を行う技術を身に付けました。職場では一番調製が早いと言われていました。
抗がん剤の調製時によく起こっていた用量確認の見落としを減ら
すべく、システムの構築を作成し、レジメンの登録を行いました。


■ 病棟業務
病棟担当として、医師・看護師と連携しながら、入院患者様への服薬指導、持参薬確認、副作用モニタリングを実施。カンファレンスにも定期的に参加し、治療方針の共有や薬学的視点からの提案を行いました。薬歴記載や情報提供を通じて、チーム医療の推進に努めました。

■コミュニケーション能力
手術目的の入院前に薬剤部として常用薬・サプリメント等の確認を行うことで、中止薬等を把握し手術前の準備の役割を担っていました。
患者様は目薬等の外用薬やサプリメント等を薬として認識されていなかったり、処方されている薬を把握していなかったりと薬に対して認識が薄い方が多々いらっしゃることを知りました。お薬手帳を病院毎に変える方もいらっしゃり、お薬手帳でさえも全部の使用薬を把握できないケースもありました。この経験で患者様によって質問の仕方を変えたり、あえてオープンクエスチョンで聞いてみたり、私生活のことも聞きつつ臨機応変に対応できるようになったと思います。

■業務改善への取組みと実績
業務の効率化を常に考えて行動しております。
環境は日々変化していくため、業務の比率変化や事故等があった場合はすぐに上司と相談し、解決策を考えてきました。抗がん剤の調製時によく起こっていた用量確認の見落としを減らすべく、システムの構築を作成し、レジメンの登録を行いました。


2． 取得資格
3． 生かせる能力・スキル
4． 自己ＰＲ
私の強みは、接する相手（患者様、医師、看護師、院内スタッフ）の状況や視点を瞬時に汲み取り、最適化されたコミュニケーションが取れる点にあります。
これまでの医療現場では、ご高齢の患者様や不安を抱える方に対し、声のトーンや話す速度を調整するだけでなく、常に安心感を与える笑顔での対応を徹底してまいりました。その結果、患者様から「普段言えなかった些細な体調の変化も相談しやすい」と信頼を寄せていただく機会が多くありました。
また、医療安全に対する強い責任感を持ちつつ、業務の「スピード」と「仕組み化」を追求することも得意としています。これまでに培った確かな薬学的知識と、臨機応変な対応力を活かし、貴院（貴社）の業務効率化と医療の質向上に貢献したいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
